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は
じ
め
に

　

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
が
創
設
さ
れ
て
二
〇
年
が
経
過
し
、
直
近
の
一
〇

年
間
の
教
室
の
様
子
を
振
り
返
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
企
画
の
趣
旨
で
あ
る
。
し

か
し
、
筆
者
が
市
大
の
着
任
し
た
の
は
二
〇
一
三
年
の
四
月
で
あ
る
た
め
、
こ
の

一
〇
年
を
概
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
着
任
以
来
の
五
年
間
を
、
市

大
で
古
代
史
を
学
ぶ
と
い
う
視
点
か
ら
振
り
返
る
こ
と
で
、
与
え
ら
れ
た
責
を
塞

ぎ
た
い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
章
の
ほ
と
ん
ど
が
、
個
人
的
な
問
題
に

終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
大
に
来
て
か
ら
の
五
年
間
で
の
筆
者
の
さ
さ
や
か
な
学
術
的
な
営
み
は
、
大

き
く
分
け
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う
。
一
つ
は
着
任
以
前
か
ら
（
大
学
院
生
の

頃
か
ら
）
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
共
同

研
究
や
授
業
な
ど
市
大
で
の
活
動
の
中
で
出
会
っ
た
新
た
な
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
る
。　
　
　

　
　

１　

市
大
以
前
か
ら
の
テ
ー
マ

　

市
大
に
着
任
す
る
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
郡
司
・
郡

司
制
度
を
中
心
と
し
た
古
代
国
家
の
地
方
支
配
に
関
す
る
研
究
と
、
主
に
平
安
時

代
の
史
料
の
校
訂
と
註
釈
の
二
つ
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
七
年
度
ま
で
に
、
以
下
の
三
点
の
図
書
の
刊
行
と
い
う
形
で
一
つ
の
区
切
り
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

①
佐
藤
信
監
修
・
朝
野
群
載
研
究
会
編
『
朝
野
群
載 

巻
二
十
二 

校
訂
と
註
釈
』

　

 

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、
共
著
）

　

②
『
日
本
古
代
の
郡
司
と
天
皇
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

　

③
大
津
透
・
池
田
尚
隆
編
『
藤
原
道
長
事
典　

御
堂
関
白
記
か
ら
み
る
貴
族
社

　
　

会
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
共
著
）

　

①
は
大
学
院
生
の
頃
か
ら
参
加
し
て
き
た
、
『
朝
野
群
載
』
の
研
究
会
（
朝
野
群

載
研
究
会
）
の
成
果
で
あ
る
。
『
朝
野
群
載
』
は
平
安
時
代
後
期
に
、
下
級
実
務
官

人
出
身
の
三
善
為
康
が
編
纂
し
た
文
例
集
で
、
当
該
期
の
政
治
・
行
政
・
外
交
・

文
芸
な
ど
様
々
な
場
面
で
ど
の
よ
う
な
書
式
の
文
書
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
き
る
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
為
康
が
『
群
載
』
に
収
録
す
る
た
め
の

文
書
を
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
手
に
入
れ
た
か
を
追
う
こ
と
で
、
当
時
の
下
級
官

人
の
交
流
の
一
端
を
復
元
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
①
で
対
象
と
し
た
巻
二
十
二
は

地
方
行
政
に
関
す
る
文
書
を
収
集
し
た
巻
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
院
政
期
の
み
な

ら
ず
、
摂
関
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
よ
う
な
内
容
の
文
書
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
巻
二
十
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
国
務
条
事
」
は
、

と
り
わ
け
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
史
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
群
載
』
の
活
字
化
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
改
訂
史
籍
集
覧
と
新
訂
増
補
国
史
大

系
し
か
な
く
、
そ
の
校
訂
は
十
分
な
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
近
年
の

『
群
載
』
写
本
研
究
の
成
果
に
も
と
づ
き
な
が
ら
新
た
な
底
本
と
対
校
本
を
設
定

し
、
巻
二
十
二
の
現
段
階
で
の
最
も
適
切
な
校
訂
本
文
を
示
し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て

各
収
録
文
書
に
註
釈
を
施
し
た
の
が
①
で
あ
る
。
筆
者
は
研
究
会
立
ち
上
げ
当
時

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
、
①
の
刊
行
に
際
し
て
は
、
全
体
の
編
集
に
か
か
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

③
も
院
生
の
頃
か
ら
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
、
藤
原
道
長
の
日
記
で

あ
る
『
御
堂
関
白
記
』
の
研
究
会
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
故
山
中
裕

先
生
の
主
宰
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
日
本
古
代
史
の
み
な
ら
ず
、
中
世
史
や
国
文

学
を
専
門
と
す
る
方
々
も
参
加
さ
れ
て
い
た
。
『
御
堂
関
白
記
』
を
輪
読
し
な
が

ら
そ
の
註
釈
を
作
成
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
成
果
は
順
次
『
御
堂
関
白

記
全
註
釈
』
（
全
一
六
冊
、
国
書
刊
行
会
↓
高
科
書
店
↓
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
〜
二
〇

一
〇
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
③
は
『
全
註
釈
』
の
内
容
を
前
提
と
し

て
、
藤
原
道
長
の
生
き
た
時
代
を
、
道
長
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
約
一
〇
〇
〇
項
目
を
選
ん
で
解
説
を
加
え
た
事
典
で
あ
る
。
三
〇
余
年
に
及

ぶ
研
究
会
の
う
ち
、
筆
者
が
参
加
で
き
た
の
は
最
後
の
三
分
の
一
程
度
の
期
間
の

み
で
あ
っ
た
が
、
③
の
項
目
選
定
や
「
政
務
・
儀
礼
」
を
中
心
と
し
た
項
目
執
筆

に
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
①
・
③
は
、
写
本
系
統
の
検
討
と
、
複
数
の

写
本
の
比
校
に
よ
る
厳
密
な
テ
キ
ス
ト
校
訂
や
、
一
つ
一
つ
の
語
句
を
丁
寧
に
取

り
上
げ
、
類
例
や
関
連
史
料
を
示
し
な
が
ら
意
味
を
確
定
さ
せ
て
い
く
註
釈
と
い

う
作
業
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
文
献
に
も
と
づ
く
歴
史
研
究
の
根
幹
を
な
す
営

み
と
い
え
る
。
地
味
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
研
究
は
、
今
後
も
重
要

な
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
は
、
卒
業
論
文
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
、
郡
司
を
中
心
に
し

た
古
代
国
家
の
地
方
支
配
に
関
す
る
研
究
を
、
現
時
点
で
ま
と
め
た
著
書
で
あ

る
。
郡
司
と
天
皇
の
関
係
、
郡
司
層
の
動
向
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
、
古
代
国

家
の
地
方
支
配
政
策
の
展
開
を
追
い
、
そ
れ
を
通
し
て
古
代
国
家
の
特
質
を
論
じ

る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
幸
い
に
も
刊
行
後
、
い
く
つ
か
の
学
術
誌
で
書

評
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
書
評
で
ご
批
判
い
た
だ
い
た
点
や
、
著
書
を
ま

と
め
る
作
業
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
新
た
な
課
題
と
し
て
、
当
該
分

野
の
さ
ら
な
る
追
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
が
、
市
大
着
任
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
の
、
こ
こ
五
年
間
で

の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
ら
は
、
筆
者
の
個
人
的
な
研
究
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
る
が
、
講
義
や
市
民
講
座
で
取
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
機
会

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
気
づ
き
や
課
題
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
市
大
で

古
代
史
を
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　

２　

市
大
以
後
の
テ
ー
マ

　

次
に
、
市
大
着
任
後
に
新
た
に
出
会
っ
た
テ
ー
マ
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
難
波
宮
研
究
会
で
の
活
動
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会

は
、
二
〇
一
四
年
度
に
、
市
大
の
教
員
（
岸
本
・
磐
下
）
と
大
阪
歴
史
博
物
館
や
大

阪
市
文
化
財
研
究
所
の
方
々
と
で
始
め
た
研
究
会
で
あ
る
。
前
年
度
に
、
市
大
と

大
阪
市
博
物
館
協
会
の
包
括
連
携
協
定
事
業
と
し
て
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
難
波
宮
と
大
化
改
新
」
を
き
っ
か
け
と
し
た
も
の
で
、
難
波
宮
を
は
じ
め
と
し

た
都
城
制
の
問
題
や
、
大
化
改
新
論
に
つ
い
て
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
日

本
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
考
古
学
、
建
築
史
学
、
文

献
史
学
に
よ
る
多
面
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
筆
者
は
郡
司
制
度
の
出
発
点

と
し
て
の
孝
徳
朝
の
重
要
性
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
大
化
改
新
以
降
の

七
世
紀
史
へ
の
関
心
自
体
は
必
ず
し
も
新
た
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
具
体
的

な
難
波
宮
の
遺
構
や
遺
物
に
即
し
て
七
世
紀
史
を
考
え
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
研
究
会
の
成
果
は
、
二
〇
一
四
年
度
の
「
難
波
宮
と
大
化
改
新
Ⅱ
」
、
一

五
年
度
の
「
難
波
宮
と
大
化
改
新
Ⅲ
」
の
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
結
実

し
て
い
る
。
特
に
一
五
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
国
や
韓
国
か
ら
都
城
制
の

研
究
者
を
お
招
き
す
る
こ
と
も
で
き
、
充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
現

在
は
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
論
文
集
の
刊
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
大
学
で
の
講
義
、
特
に
大
学
院
演
習
（
ゼ
ミ
）
で
取
り
上
げ
た
題
材
も
、

新
た
な
研
究
テ
ー
マ
と
い
え
る
。
着
任
以
来
、
大
学
院
の
ゼ
ミ
で
は
平
安
後
期
の

公
卿
で
あ
る
源
俊
房
の
日
記
『
水
左
記
』
を
講
読
し
て
い
る
。
『
水
左
記
』
は
必

ず
し
も
多
く
の
分
量
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
部
分
的
な
が
ら

俊
房
の
自
筆
本
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
現
存
史
料
の
き
わ
め
て
少
な
い
院
政

開
始
前
夜
の
藤
原
頼
通
・
教
通
執
政
期
の
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

大
学
院
演
習
で
は
、
増
補
史
料
大
成
本
を
テ
キ
ス
ト
に
、
冒
頭
の
康
平
五
年
（
一

〇
六
二
）
か
ら
始
め
、
別
の
資
料
を
と
り
あ
げ
た
二
一
〇
四
年
度
を
除
く
一
七
年
度

ま
で
の
四
年
で
、
康
平
八
年
（
＝
治
暦
元
年
）
の
途
中
ま
で
読
み
進
め
て
い
る
。
特

に
康
平
七
年
に
つ
い
て
は
、
俊
房
自
筆
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
家
旧
蔵
本
）

が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
複
製
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
本
の
複
製
を
用

い
な
が
ら
じ
っ
く
り
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

記
事
を
読
解
し
て
い
く
中
で
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
「
発
見
」
が
あ
り
、
自
筆

本
の
様
態
か
ら
は
、
俊
房
の
日
記
の
付
け
方
の
特
徴
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て

来
た
部
分
が
あ
る
。『
水
左
記
』
に
関
し
て
は
、『
平
安
人
名
辞
典
康
平
三
年
』

（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
や
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
65
水
左
記
』（
八
木
書
店
、

二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
研
究
環
境
は
整
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
『
朝
野
群
載
』
や
『
御
堂
関
白
記
』
で
の
経
験
も

生
か
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
『
水
左
記
』
の
註
釈
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
大
学
院
演
習
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
は
考
古
学
専
攻
の
参
加
者
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
金
石
文
を
題
材
と
し
た
。
そ
の
中
で
、
石
川
年
足
墓
誌
を
と
り

あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
石
川
年
足
は
奈
良
時
代
に
藤
原
仲
麻
呂
政
権
の
も
と
で
活

躍
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
の
墓
誌
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
、
当
時
の
摂
津
国

嶋
上
郡
真
上
光
徳
寺
（
現
大
阪
府
高
槻
市
真
上
一
丁
目
）
の
百
姓
で
あ
っ
た
田
中
六
右

衛
門
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
墓
誌
の
発
見
当
時
は
、
狩
谷　

斎
の
『
古
京
遺

文
』
が
刊
行
（
文
政
元
年
）
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
金
石
文
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
背
景
も
あ
り
、
山
田
以

文
を
は
じ
め
と
し
た
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
年
足
墓
誌
発
見
の
経
緯
は
記
録
さ
れ
、

広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
記
録
は
、
奈
良
時
代
の
貴
族
の
葬

送
・
埋
葬
の
様
子
な
ど
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

演
習
で
は
年
足
墓
誌
の
発
見
経
緯
に
つ
い
て
も
考
察
が
及
ん
だ
が
、
そ
の
中
で

市
大
の
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
に
も
、
年
足
墓
誌
に
か
か
わ
る
資
料

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
発
見
だ
っ
た
。
市
大
は
昭
和

二
四
年
に
大
阪
の
実
業
家
で
あ
っ
た
森
繁
夫
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
て
お

り
（
森
文
庫
）
、
そ
の
中
に
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
（
請
求
番
号
：

281.02//Y
A
M
//M
O
RI

）
と
い
う
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
、
標
題
に

も
な
っ
て
い
る
ａ
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
（
山
田
以
文
）
の
ほ
か
、
ｂ
『
御
史

大
夫
年
足
卿
金
牌
之
記
』
（
（
蓬
田
子
）
滝
詮
）
、
ｃ
『
石
川
年
足
卿
銅
牌
考
』
（
三

宅
（
河
本
）
公
輔
）
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
ｂ
に
は
、
墓
誌
が
掘
り
出
さ
れ
た
時
の
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
発
掘
の
際
の
記
録
は
、
山
田
以
文
の
『
石
川
卿
金
牌
出
現
之
由

来
』
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
聞
情
報
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
執
筆
者
自

身
が
発
掘
に
立
ち
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ｂ
を
著
し
た
滝
詮
も
発
掘
現
場
に
立

ち
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
は
発
掘
当
事
者
で
あ
る
田
中
六
右
衛
門
の
親
族

と
思
し
き
多
門
院
忍
明
の
学
問
の
師
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
忍
明
は
一
度

発
見
し
た
墓
誌
を
埋
め
戻
し
て
い
た
六
右
衛
門
ら
を
う
な
が
し
て
、
再
度
墓
誌
を

掘
り
出
さ
せ
て
京
都
に
持
ち
帰
っ
た
人
物
で
あ
り
、
滝
は
こ
の
忍
明
か
ら
話
を
聞

い
て
b
を
叙
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
史
料
の
情
報
源
は
、
年

足
墓
誌
発
見
の
当
事
者
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

森
文
庫
所
蔵
の
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
の
史
料
的
性
格
は
ま
だ
検
討
の
必

要
が
あ
る
が
、
年
足
墓
誌
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
史
料
と
な

る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
こ
う
し
た
史
料
が
、
ま
さ
に
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
こ
の
時
の
演
習
は
強
く
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。

　

以
上
が
市
大
に
着
任
し
て
か
ら
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
研
究
テ
ー
マ
、
史
料

に
つ
い
て
で
あ
る
。
特
に
三
つ
め
に
取
り
上
げ
た
石
川
年
足
墓
誌
に
関
す
る
史
料

は
、
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
市
大
で
古
代
史
を
学
ぶ
機
会
を
得
た
か
ら
こ
そ

出
会
う
こ
と
の
で
き
た
史
料
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
民
講
座
な
ど
の
機

会
に
、
大
阪
の
古
代
史
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
る
が
、
木

崎
愛
吉
『
摂
河
泉
金
石
文
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
阪
は
金
石
文
資

料
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
史
料
を
使
い
な
が
ら
、
市
大
で
大
阪
の

古
代
史
を
学
ぶ
こ
と
に
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

こ
こ
五
年
間
の
筆
者
の
市
大
で
の
学
術
的
な
営
み
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
や
は

り
個
人
的
な
問
題
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、

自
身
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の
可
能
性
と
重
要
性
を
再
度
強
調
し

て
お
き
た
い
。
前
述
し
た
森
文
庫
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
以
外
に
も
、
学
情

に
は
古
代
史
関
係
の
興
味
深
い
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
福
田
文
庫
（
経

済
学
者
の
福
田
徳
三
氏
の
旧
蔵
本
）
の
『
政
事
要
略
』
の
写
本
（
請
求
番
号
：

322.1//K
O
R//FU

K
U
D
A

）
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
で
底
本
に
採
用
さ
れ
て
い
る

し
、
同
文
庫
の
『
類
聚
三
代
格
』
の
版
本
（
い
わ
ゆ
る
印
本
）
の
う
ち
の
一
つ
（
請
求

番
号
：322.135//RU

I//FU
K
U
D
A

）
は
、
小
杉
榲
邨
旧
蔵
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史

料
は
、
古
代
史
研
究
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
史
料
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
史
料
の
校
訂
や
江
戸
時
代
以
降
の
奈
良
・
平
安
時
代
史
研
究
の
流
れ
を
知
る

上
で
の
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
足
元
の
「
資
産
」
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
も
、
市
大
で
古
代
史
を

学
ぶ
醍
醐
味
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
文
学
研
究
科
）
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市
大
で
古
代
史
を
学
ぶ



　
　

は
じ
め
に

　

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
が
創
設
さ
れ
て
二
〇
年
が
経
過
し
、
直
近
の
一
〇

年
間
の
教
室
の
様
子
を
振
り
返
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
企
画
の
趣
旨
で
あ
る
。
し

か
し
、
筆
者
が
市
大
の
着
任
し
た
の
は
二
〇
一
三
年
の
四
月
で
あ
る
た
め
、
こ
の

一
〇
年
を
概
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
着
任
以
来
の
五
年
間
を
、
市

大
で
古
代
史
を
学
ぶ
と
い
う
視
点
か
ら
振
り
返
る
こ
と
で
、
与
え
ら
れ
た
責
を
塞

ぎ
た
い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
章
の
ほ
と
ん
ど
が
、
個
人
的
な
問
題
に

終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
大
に
来
て
か
ら
の
五
年
間
で
の
筆
者
の
さ
さ
や
か
な
学
術
的
な
営
み
は
、
大

き
く
分
け
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う
。
一
つ
は
着
任
以
前
か
ら
（
大
学
院
生
の

頃
か
ら
）
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
共
同

研
究
や
授
業
な
ど
市
大
で
の
活
動
の
中
で
出
会
っ
た
新
た
な
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
る
。　
　
　

　
　

１　

市
大
以
前
か
ら
の
テ
ー
マ

　

市
大
に
着
任
す
る
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
郡
司
・
郡

司
制
度
を
中
心
と
し
た
古
代
国
家
の
地
方
支
配
に
関
す
る
研
究
と
、
主
に
平
安
時

代
の
史
料
の
校
訂
と
註
釈
の
二
つ
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
七
年
度
ま
で
に
、
以
下
の
三
点
の
図
書
の
刊
行
と
い
う
形
で
一
つ
の
区
切
り
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

①
佐
藤
信
監
修
・
朝
野
群
載
研
究
会
編
『
朝
野
群
載 

巻
二
十
二 

校
訂
と
註
釈
』

　

 

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、
共
著
）

　

②
『
日
本
古
代
の
郡
司
と
天
皇
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

　

③
大
津
透
・
池
田
尚
隆
編
『
藤
原
道
長
事
典　

御
堂
関
白
記
か
ら
み
る
貴
族
社

　
　

会
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
共
著
）

　

①
は
大
学
院
生
の
頃
か
ら
参
加
し
て
き
た
、
『
朝
野
群
載
』
の
研
究
会
（
朝
野
群

載
研
究
会
）
の
成
果
で
あ
る
。
『
朝
野
群
載
』
は
平
安
時
代
後
期
に
、
下
級
実
務
官

人
出
身
の
三
善
為
康
が
編
纂
し
た
文
例
集
で
、
当
該
期
の
政
治
・
行
政
・
外
交
・

文
芸
な
ど
様
々
な
場
面
で
ど
の
よ
う
な
書
式
の
文
書
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
き
る
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
為
康
が
『
群
載
』
に
収
録
す
る
た
め
の

文
書
を
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
手
に
入
れ
た
か
を
追
う
こ
と
で
、
当
時
の
下
級
官

人
の
交
流
の
一
端
を
復
元
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
①
で
対
象
と
し
た
巻
二
十
二
は

地
方
行
政
に
関
す
る
文
書
を
収
集
し
た
巻
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
院
政
期
の
み
な

ら
ず
、
摂
関
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
よ
う
な
内
容
の
文
書
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
巻
二
十
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
国
務
条
事
」
は
、

と
り
わ
け
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
史
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
群
載
』
の
活
字
化
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
改
訂
史
籍
集
覧
と
新
訂
増
補
国
史
大

系
し
か
な
く
、
そ
の
校
訂
は
十
分
な
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
近
年
の

『
群
載
』
写
本
研
究
の
成
果
に
も
と
づ
き
な
が
ら
新
た
な
底
本
と
対
校
本
を
設
定

し
、
巻
二
十
二
の
現
段
階
で
の
最
も
適
切
な
校
訂
本
文
を
示
し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て

各
収
録
文
書
に
註
釈
を
施
し
た
の
が
①
で
あ
る
。
筆
者
は
研
究
会
立
ち
上
げ
当
時

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
、
①
の
刊
行
に
際
し
て
は
、
全
体
の
編
集
に
か
か
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

③
も
院
生
の
頃
か
ら
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
、
藤
原
道
長
の
日
記
で

あ
る
『
御
堂
関
白
記
』
の
研
究
会
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
故
山
中
裕

先
生
の
主
宰
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
日
本
古
代
史
の
み
な
ら
ず
、
中
世
史
や
国
文

学
を
専
門
と
す
る
方
々
も
参
加
さ
れ
て
い
た
。
『
御
堂
関
白
記
』
を
輪
読
し
な
が

ら
そ
の
註
釈
を
作
成
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
成
果
は
順
次
『
御
堂
関
白

記
全
註
釈
』
（
全
一
六
冊
、
国
書
刊
行
会
↓
高
科
書
店
↓
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
〜
二
〇

一
〇
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
③
は
『
全
註
釈
』
の
内
容
を
前
提
と
し

て
、
藤
原
道
長
の
生
き
た
時
代
を
、
道
長
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
約
一
〇
〇
〇
項
目
を
選
ん
で
解
説
を
加
え
た
事
典
で
あ
る
。
三
〇
余
年
に
及

ぶ
研
究
会
の
う
ち
、
筆
者
が
参
加
で
き
た
の
は
最
後
の
三
分
の
一
程
度
の
期
間
の

み
で
あ
っ
た
が
、
③
の
項
目
選
定
や
「
政
務
・
儀
礼
」
を
中
心
と
し
た
項
目
執
筆

に
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
①
・
③
は
、
写
本
系
統
の
検
討
と
、
複
数
の

写
本
の
比
校
に
よ
る
厳
密
な
テ
キ
ス
ト
校
訂
や
、
一
つ
一
つ
の
語
句
を
丁
寧
に
取

り
上
げ
、
類
例
や
関
連
史
料
を
示
し
な
が
ら
意
味
を
確
定
さ
せ
て
い
く
註
釈
と
い

う
作
業
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
文
献
に
も
と
づ
く
歴
史
研
究
の
根
幹
を
な
す
営

み
と
い
え
る
。
地
味
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
研
究
は
、
今
後
も
重
要

な
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
は
、
卒
業
論
文
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
、
郡
司
を
中
心
に
し

た
古
代
国
家
の
地
方
支
配
に
関
す
る
研
究
を
、
現
時
点
で
ま
と
め
た
著
書
で
あ

る
。
郡
司
と
天
皇
の
関
係
、
郡
司
層
の
動
向
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
、
古
代
国

家
の
地
方
支
配
政
策
の
展
開
を
追
い
、
そ
れ
を
通
し
て
古
代
国
家
の
特
質
を
論
じ

る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
幸
い
に
も
刊
行
後
、
い
く
つ
か
の
学
術
誌
で
書

評
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
書
評
で
ご
批
判
い
た
だ
い
た
点
や
、
著
書
を
ま

と
め
る
作
業
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
新
た
な
課
題
と
し
て
、
当
該
分

野
の
さ
ら
な
る
追
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
が
、
市
大
着
任
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
の
、
こ
こ
五
年
間
で

の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
ら
は
、
筆
者
の
個
人
的
な
研
究
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
る
が
、
講
義
や
市
民
講
座
で
取
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
機
会

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
気
づ
き
や
課
題
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
市
大
で

古
代
史
を
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　

２　

市
大
以
後
の
テ
ー
マ

　

次
に
、
市
大
着
任
後
に
新
た
に
出
会
っ
た
テ
ー
マ
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
難
波
宮
研
究
会
で
の
活
動
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会

は
、
二
〇
一
四
年
度
に
、
市
大
の
教
員
（
岸
本
・
磐
下
）
と
大
阪
歴
史
博
物
館
や
大

阪
市
文
化
財
研
究
所
の
方
々
と
で
始
め
た
研
究
会
で
あ
る
。
前
年
度
に
、
市
大
と

大
阪
市
博
物
館
協
会
の
包
括
連
携
協
定
事
業
と
し
て
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
難
波
宮
と
大
化
改
新
」
を
き
っ
か
け
と
し
た
も
の
で
、
難
波
宮
を
は
じ
め
と
し

た
都
城
制
の
問
題
や
、
大
化
改
新
論
に
つ
い
て
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
日

本
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
考
古
学
、
建
築
史
学
、
文

献
史
学
に
よ
る
多
面
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
筆
者
は
郡
司
制
度
の
出
発
点

と
し
て
の
孝
徳
朝
の
重
要
性
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
大
化
改
新
以
降
の

七
世
紀
史
へ
の
関
心
自
体
は
必
ず
し
も
新
た
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
具
体
的

な
難
波
宮
の
遺
構
や
遺
物
に
即
し
て
七
世
紀
史
を
考
え
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
研
究
会
の
成
果
は
、
二
〇
一
四
年
度
の
「
難
波
宮
と
大
化
改
新
Ⅱ
」
、
一

五
年
度
の
「
難
波
宮
と
大
化
改
新
Ⅲ
」
の
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
結
実

し
て
い
る
。
特
に
一
五
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
国
や
韓
国
か
ら
都
城
制
の

研
究
者
を
お
招
き
す
る
こ
と
も
で
き
、
充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
現

在
は
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
論
文
集
の
刊
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
大
学
で
の
講
義
、
特
に
大
学
院
演
習
（
ゼ
ミ
）
で
取
り
上
げ
た
題
材
も
、

新
た
な
研
究
テ
ー
マ
と
い
え
る
。
着
任
以
来
、
大
学
院
の
ゼ
ミ
で
は
平
安
後
期
の

公
卿
で
あ
る
源
俊
房
の
日
記
『
水
左
記
』
を
講
読
し
て
い
る
。
『
水
左
記
』
は
必

ず
し
も
多
く
の
分
量
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
部
分
的
な
が
ら

俊
房
の
自
筆
本
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
現
存
史
料
の
き
わ
め
て
少
な
い
院
政

開
始
前
夜
の
藤
原
頼
通
・
教
通
執
政
期
の
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

大
学
院
演
習
で
は
、
増
補
史
料
大
成
本
を
テ
キ
ス
ト
に
、
冒
頭
の
康
平
五
年
（
一

〇
六
二
）
か
ら
始
め
、
別
の
資
料
を
と
り
あ
げ
た
二
一
〇
四
年
度
を
除
く
一
七
年
度

ま
で
の
四
年
で
、
康
平
八
年
（
＝
治
暦
元
年
）
の
途
中
ま
で
読
み
進
め
て
い
る
。
特

に
康
平
七
年
に
つ
い
て
は
、
俊
房
自
筆
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
家
旧
蔵
本
）

が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
複
製
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
本
の
複
製
を
用

い
な
が
ら
じ
っ
く
り
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

記
事
を
読
解
し
て
い
く
中
で
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
「
発
見
」
が
あ
り
、
自
筆

本
の
様
態
か
ら
は
、
俊
房
の
日
記
の
付
け
方
の
特
徴
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て

来
た
部
分
が
あ
る
。『
水
左
記
』
に
関
し
て
は
、『
平
安
人
名
辞
典
康
平
三
年
』

（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
や
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
65
水
左
記
』（
八
木
書
店
、

二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
研
究
環
境
は
整
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
『
朝
野
群
載
』
や
『
御
堂
関
白
記
』
で
の
経
験
も

生
か
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
『
水
左
記
』
の
註
釈
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
大
学
院
演
習
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
は
考
古
学
専
攻
の
参
加
者
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
金
石
文
を
題
材
と
し
た
。
そ
の
中
で
、
石
川
年
足
墓
誌
を
と
り

あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
石
川
年
足
は
奈
良
時
代
に
藤
原
仲
麻
呂
政
権
の
も
と
で
活

躍
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
の
墓
誌
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
、
当
時
の
摂
津
国

嶋
上
郡
真
上
光
徳
寺
（
現
大
阪
府
高
槻
市
真
上
一
丁
目
）
の
百
姓
で
あ
っ
た
田
中
六
右

衛
門
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
墓
誌
の
発
見
当
時
は
、
狩
谷　

斎
の
『
古
京
遺

文
』
が
刊
行
（
文
政
元
年
）
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
金
石
文
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
背
景
も
あ
り
、
山
田
以

文
を
は
じ
め
と
し
た
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
年
足
墓
誌
発
見
の
経
緯
は
記
録
さ
れ
、

広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
記
録
は
、
奈
良
時
代
の
貴
族
の
葬

送
・
埋
葬
の
様
子
な
ど
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

演
習
で
は
年
足
墓
誌
の
発
見
経
緯
に
つ
い
て
も
考
察
が
及
ん
だ
が
、
そ
の
中
で

市
大
の
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
に
も
、
年
足
墓
誌
に
か
か
わ
る
資
料

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
発
見
だ
っ
た
。
市
大
は
昭
和

二
四
年
に
大
阪
の
実
業
家
で
あ
っ
た
森
繁
夫
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
て
お

り
（
森
文
庫
）
、
そ
の
中
に
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
（
請
求
番
号
：

281.02//Y
A
M
//M
O
RI

）
と
い
う
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
、
標
題
に

も
な
っ
て
い
る
ａ
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
（
山
田
以
文
）
の
ほ
か
、
ｂ
『
御
史

大
夫
年
足
卿
金
牌
之
記
』
（
（
蓬
田
子
）
滝
詮
）
、
ｃ
『
石
川
年
足
卿
銅
牌
考
』
（
三

宅
（
河
本
）
公
輔
）
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
ｂ
に
は
、
墓
誌
が
掘
り
出
さ
れ
た
時
の
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
発
掘
の
際
の
記
録
は
、
山
田
以
文
の
『
石
川
卿
金
牌
出
現
之
由

来
』
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
聞
情
報
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
執
筆
者
自

身
が
発
掘
に
立
ち
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ｂ
を
著
し
た
滝
詮
も
発
掘
現
場
に
立

ち
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
は
発
掘
当
事
者
で
あ
る
田
中
六
右
衛
門
の
親
族

と
思
し
き
多
門
院
忍
明
の
学
問
の
師
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
忍
明
は
一
度

発
見
し
た
墓
誌
を
埋
め
戻
し
て
い
た
六
右
衛
門
ら
を
う
な
が
し
て
、
再
度
墓
誌
を

掘
り
出
さ
せ
て
京
都
に
持
ち
帰
っ
た
人
物
で
あ
り
、
滝
は
こ
の
忍
明
か
ら
話
を
聞

い
て
b
を
叙
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
史
料
の
情
報
源
は
、
年

足
墓
誌
発
見
の
当
事
者
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

森
文
庫
所
蔵
の
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
の
史
料
的
性
格
は
ま
だ
検
討
の
必

要
が
あ
る
が
、
年
足
墓
誌
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
史
料
と
な

る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
こ
う
し
た
史
料
が
、
ま
さ
に
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
こ
の
時
の
演
習
は
強
く
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。

　

以
上
が
市
大
に
着
任
し
て
か
ら
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
研
究
テ
ー
マ
、
史
料

に
つ
い
て
で
あ
る
。
特
に
三
つ
め
に
取
り
上
げ
た
石
川
年
足
墓
誌
に
関
す
る
史
料

は
、
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
市
大
で
古
代
史
を
学
ぶ
機
会
を
得
た
か
ら
こ
そ

出
会
う
こ
と
の
で
き
た
史
料
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
民
講
座
な
ど
の
機

会
に
、
大
阪
の
古
代
史
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
る
が
、
木

崎
愛
吉
『
摂
河
泉
金
石
文
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
阪
は
金
石
文
資

料
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
史
料
を
使
い
な
が
ら
、
市
大
で
大
阪
の

古
代
史
を
学
ぶ
こ
と
に
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

こ
こ
五
年
間
の
筆
者
の
市
大
で
の
学
術
的
な
営
み
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
や
は

り
個
人
的
な
問
題
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、

自
身
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の
可
能
性
と
重
要
性
を
再
度
強
調
し

て
お
き
た
い
。
前
述
し
た
森
文
庫
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
以
外
に
も
、
学
情

に
は
古
代
史
関
係
の
興
味
深
い
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
福
田
文
庫
（
経

済
学
者
の
福
田
徳
三
氏
の
旧
蔵
本
）
の
『
政
事
要
略
』
の
写
本
（
請
求
番
号
：

322.1//K
O
R//FU

K
U
D
A

）
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
で
底
本
に
採
用
さ
れ
て
い
る

し
、
同
文
庫
の
『
類
聚
三
代
格
』
の
版
本
（
い
わ
ゆ
る
印
本
）
の
う
ち
の
一
つ
（
請
求

番
号
：322.135//RU

I//FU
K
U
D
A

）
は
、
小
杉
榲
邨
旧
蔵
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史

料
は
、
古
代
史
研
究
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
史
料
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
史
料
の
校
訂
や
江
戸
時
代
以
降
の
奈
良
・
平
安
時
代
史
研
究
の
流
れ
を
知
る

上
で
の
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
足
元
の
「
資
産
」
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
も
、
市
大
で
古
代
史
を

学
ぶ
醍
醐
味
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
文
学
研
究
科
）
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市大で古代史を学ぶ〔磐下〕



　
　

は
じ
め
に

　

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
が
創
設
さ
れ
て
二
〇
年
が
経
過
し
、
直
近
の
一
〇

年
間
の
教
室
の
様
子
を
振
り
返
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
企
画
の
趣
旨
で
あ
る
。
し

か
し
、
筆
者
が
市
大
の
着
任
し
た
の
は
二
〇
一
三
年
の
四
月
で
あ
る
た
め
、
こ
の

一
〇
年
を
概
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
着
任
以
来
の
五
年
間
を
、
市

大
で
古
代
史
を
学
ぶ
と
い
う
視
点
か
ら
振
り
返
る
こ
と
で
、
与
え
ら
れ
た
責
を
塞

ぎ
た
い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
章
の
ほ
と
ん
ど
が
、
個
人
的
な
問
題
に

終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
大
に
来
て
か
ら
の
五
年
間
で
の
筆
者
の
さ
さ
や
か
な
学
術
的
な
営
み
は
、
大

き
く
分
け
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う
。
一
つ
は
着
任
以
前
か
ら
（
大
学
院
生
の

頃
か
ら
）
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
共
同

研
究
や
授
業
な
ど
市
大
で
の
活
動
の
中
で
出
会
っ
た
新
た
な
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
る
。　
　
　

　
　

１　

市
大
以
前
か
ら
の
テ
ー
マ

　

市
大
に
着
任
す
る
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
郡
司
・
郡

司
制
度
を
中
心
と
し
た
古
代
国
家
の
地
方
支
配
に
関
す
る
研
究
と
、
主
に
平
安
時

代
の
史
料
の
校
訂
と
註
釈
の
二
つ
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
七
年
度
ま
で
に
、
以
下
の
三
点
の
図
書
の
刊
行
と
い
う
形
で
一
つ
の
区
切
り
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

①
佐
藤
信
監
修
・
朝
野
群
載
研
究
会
編
『
朝
野
群
載 

巻
二
十
二 

校
訂
と
註
釈
』

　

 

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、
共
著
）

　

②
『
日
本
古
代
の
郡
司
と
天
皇
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

　

③
大
津
透
・
池
田
尚
隆
編
『
藤
原
道
長
事
典　

御
堂
関
白
記
か
ら
み
る
貴
族
社

　
　

会
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
共
著
）

　

①
は
大
学
院
生
の
頃
か
ら
参
加
し
て
き
た
、
『
朝
野
群
載
』
の
研
究
会
（
朝
野
群

載
研
究
会
）
の
成
果
で
あ
る
。
『
朝
野
群
載
』
は
平
安
時
代
後
期
に
、
下
級
実
務
官

人
出
身
の
三
善
為
康
が
編
纂
し
た
文
例
集
で
、
当
該
期
の
政
治
・
行
政
・
外
交
・

文
芸
な
ど
様
々
な
場
面
で
ど
の
よ
う
な
書
式
の
文
書
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
き
る
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
為
康
が
『
群
載
』
に
収
録
す
る
た
め
の

文
書
を
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
手
に
入
れ
た
か
を
追
う
こ
と
で
、
当
時
の
下
級
官

人
の
交
流
の
一
端
を
復
元
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
①
で
対
象
と
し
た
巻
二
十
二
は

地
方
行
政
に
関
す
る
文
書
を
収
集
し
た
巻
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
院
政
期
の
み
な

ら
ず
、
摂
関
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
よ
う
な
内
容
の
文
書
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
巻
二
十
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
国
務
条
事
」
は
、

と
り
わ
け
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
史
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
群
載
』
の
活
字
化
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
改
訂
史
籍
集
覧
と
新
訂
増
補
国
史
大

系
し
か
な
く
、
そ
の
校
訂
は
十
分
な
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
近
年
の

『
群
載
』
写
本
研
究
の
成
果
に
も
と
づ
き
な
が
ら
新
た
な
底
本
と
対
校
本
を
設
定

し
、
巻
二
十
二
の
現
段
階
で
の
最
も
適
切
な
校
訂
本
文
を
示
し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て

各
収
録
文
書
に
註
釈
を
施
し
た
の
が
①
で
あ
る
。
筆
者
は
研
究
会
立
ち
上
げ
当
時

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
、
①
の
刊
行
に
際
し
て
は
、
全
体
の
編
集
に
か
か
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

③
も
院
生
の
頃
か
ら
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
、
藤
原
道
長
の
日
記
で

あ
る
『
御
堂
関
白
記
』
の
研
究
会
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
故
山
中
裕

先
生
の
主
宰
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
日
本
古
代
史
の
み
な
ら
ず
、
中
世
史
や
国
文

学
を
専
門
と
す
る
方
々
も
参
加
さ
れ
て
い
た
。
『
御
堂
関
白
記
』
を
輪
読
し
な
が

ら
そ
の
註
釈
を
作
成
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
成
果
は
順
次
『
御
堂
関
白

記
全
註
釈
』
（
全
一
六
冊
、
国
書
刊
行
会
↓
高
科
書
店
↓
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
〜
二
〇

一
〇
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
③
は
『
全
註
釈
』
の
内
容
を
前
提
と
し

て
、
藤
原
道
長
の
生
き
た
時
代
を
、
道
長
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
約
一
〇
〇
〇
項
目
を
選
ん
で
解
説
を
加
え
た
事
典
で
あ
る
。
三
〇
余
年
に
及

ぶ
研
究
会
の
う
ち
、
筆
者
が
参
加
で
き
た
の
は
最
後
の
三
分
の
一
程
度
の
期
間
の

み
で
あ
っ
た
が
、
③
の
項
目
選
定
や
「
政
務
・
儀
礼
」
を
中
心
と
し
た
項
目
執
筆

に
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
①
・
③
は
、
写
本
系
統
の
検
討
と
、
複
数
の

写
本
の
比
校
に
よ
る
厳
密
な
テ
キ
ス
ト
校
訂
や
、
一
つ
一
つ
の
語
句
を
丁
寧
に
取

り
上
げ
、
類
例
や
関
連
史
料
を
示
し
な
が
ら
意
味
を
確
定
さ
せ
て
い
く
註
釈
と
い

う
作
業
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
文
献
に
も
と
づ
く
歴
史
研
究
の
根
幹
を
な
す
営

み
と
い
え
る
。
地
味
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
研
究
は
、
今
後
も
重
要

な
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
は
、
卒
業
論
文
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
、
郡
司
を
中
心
に
し

た
古
代
国
家
の
地
方
支
配
に
関
す
る
研
究
を
、
現
時
点
で
ま
と
め
た
著
書
で
あ

る
。
郡
司
と
天
皇
の
関
係
、
郡
司
層
の
動
向
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
、
古
代
国

家
の
地
方
支
配
政
策
の
展
開
を
追
い
、
そ
れ
を
通
し
て
古
代
国
家
の
特
質
を
論
じ

る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
幸
い
に
も
刊
行
後
、
い
く
つ
か
の
学
術
誌
で
書

評
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
書
評
で
ご
批
判
い
た
だ
い
た
点
や
、
著
書
を
ま

と
め
る
作
業
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
新
た
な
課
題
と
し
て
、
当
該
分

野
の
さ
ら
な
る
追
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
が
、
市
大
着
任
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
の
、
こ
こ
五
年
間
で

の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
ら
は
、
筆
者
の
個
人
的
な
研
究
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
る
が
、
講
義
や
市
民
講
座
で
取
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
機
会

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
気
づ
き
や
課
題
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
市
大
で

古
代
史
を
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　

２　

市
大
以
後
の
テ
ー
マ

　

次
に
、
市
大
着
任
後
に
新
た
に
出
会
っ
た
テ
ー
マ
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
難
波
宮
研
究
会
で
の
活
動
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会

は
、
二
〇
一
四
年
度
に
、
市
大
の
教
員
（
岸
本
・
磐
下
）
と
大
阪
歴
史
博
物
館
や
大

阪
市
文
化
財
研
究
所
の
方
々
と
で
始
め
た
研
究
会
で
あ
る
。
前
年
度
に
、
市
大
と

大
阪
市
博
物
館
協
会
の
包
括
連
携
協
定
事
業
と
し
て
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
難
波
宮
と
大
化
改
新
」
を
き
っ
か
け
と
し
た
も
の
で
、
難
波
宮
を
は
じ
め
と
し

た
都
城
制
の
問
題
や
、
大
化
改
新
論
に
つ
い
て
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
日

本
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
考
古
学
、
建
築
史
学
、
文

献
史
学
に
よ
る
多
面
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
筆
者
は
郡
司
制
度
の
出
発
点

と
し
て
の
孝
徳
朝
の
重
要
性
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
大
化
改
新
以
降
の

七
世
紀
史
へ
の
関
心
自
体
は
必
ず
し
も
新
た
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
具
体
的

な
難
波
宮
の
遺
構
や
遺
物
に
即
し
て
七
世
紀
史
を
考
え
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
研
究
会
の
成
果
は
、
二
〇
一
四
年
度
の
「
難
波
宮
と
大
化
改
新
Ⅱ
」
、
一

五
年
度
の
「
難
波
宮
と
大
化
改
新
Ⅲ
」
の
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
結
実

し
て
い
る
。
特
に
一
五
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
国
や
韓
国
か
ら
都
城
制
の

研
究
者
を
お
招
き
す
る
こ
と
も
で
き
、
充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
現

在
は
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
論
文
集
の
刊
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
大
学
で
の
講
義
、
特
に
大
学
院
演
習
（
ゼ
ミ
）
で
取
り
上
げ
た
題
材
も
、

新
た
な
研
究
テ
ー
マ
と
い
え
る
。
着
任
以
来
、
大
学
院
の
ゼ
ミ
で
は
平
安
後
期
の

公
卿
で
あ
る
源
俊
房
の
日
記
『
水
左
記
』
を
講
読
し
て
い
る
。
『
水
左
記
』
は
必

ず
し
も
多
く
の
分
量
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
部
分
的
な
が
ら

俊
房
の
自
筆
本
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
現
存
史
料
の
き
わ
め
て
少
な
い
院
政

開
始
前
夜
の
藤
原
頼
通
・
教
通
執
政
期
の
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

大
学
院
演
習
で
は
、
増
補
史
料
大
成
本
を
テ
キ
ス
ト
に
、
冒
頭
の
康
平
五
年
（
一

〇
六
二
）
か
ら
始
め
、
別
の
資
料
を
と
り
あ
げ
た
二
一
〇
四
年
度
を
除
く
一
七
年
度

ま
で
の
四
年
で
、
康
平
八
年
（
＝
治
暦
元
年
）
の
途
中
ま
で
読
み
進
め
て
い
る
。
特

に
康
平
七
年
に
つ
い
て
は
、
俊
房
自
筆
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
家
旧
蔵
本
）

が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
複
製
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
本
の
複
製
を
用

い
な
が
ら
じ
っ
く
り
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

記
事
を
読
解
し
て
い
く
中
で
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
「
発
見
」
が
あ
り
、
自
筆

本
の
様
態
か
ら
は
、
俊
房
の
日
記
の
付
け
方
の
特
徴
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て

来
た
部
分
が
あ
る
。『
水
左
記
』
に
関
し
て
は
、『
平
安
人
名
辞
典
康
平
三
年
』

（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
や
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
65
水
左
記
』（
八
木
書
店
、

二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
研
究
環
境
は
整
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
『
朝
野
群
載
』
や
『
御
堂
関
白
記
』
で
の
経
験
も

生
か
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
『
水
左
記
』
の
註
釈
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
大
学
院
演
習
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
は
考
古
学
専
攻
の
参
加
者
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
金
石
文
を
題
材
と
し
た
。
そ
の
中
で
、
石
川
年
足
墓
誌
を
と
り

あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
石
川
年
足
は
奈
良
時
代
に
藤
原
仲
麻
呂
政
権
の
も
と
で
活

躍
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
の
墓
誌
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
、
当
時
の
摂
津
国

嶋
上
郡
真
上
光
徳
寺
（
現
大
阪
府
高
槻
市
真
上
一
丁
目
）
の
百
姓
で
あ
っ
た
田
中
六
右

衛
門
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
墓
誌
の
発
見
当
時
は
、
狩
谷　

斎
の
『
古
京
遺

文
』
が
刊
行
（
文
政
元
年
）
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
金
石
文
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
背
景
も
あ
り
、
山
田
以

文
を
は
じ
め
と
し
た
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
年
足
墓
誌
発
見
の
経
緯
は
記
録
さ
れ
、

広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
記
録
は
、
奈
良
時
代
の
貴
族
の
葬

送
・
埋
葬
の
様
子
な
ど
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

演
習
で
は
年
足
墓
誌
の
発
見
経
緯
に
つ
い
て
も
考
察
が
及
ん
だ
が
、
そ
の
中
で

市
大
の
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
に
も
、
年
足
墓
誌
に
か
か
わ
る
資
料

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
発
見
だ
っ
た
。
市
大
は
昭
和

二
四
年
に
大
阪
の
実
業
家
で
あ
っ
た
森
繁
夫
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
て
お

り
（
森
文
庫
）
、
そ
の
中
に
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
（
請
求
番
号
：

281.02//Y
A
M
//M
O
RI

）
と
い
う
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
、
標
題
に

も
な
っ
て
い
る
ａ
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
（
山
田
以
文
）
の
ほ
か
、
ｂ
『
御
史

大
夫
年
足
卿
金
牌
之
記
』
（
（
蓬
田
子
）
滝
詮
）
、
ｃ
『
石
川
年
足
卿
銅
牌
考
』
（
三

宅
（
河
本
）
公
輔
）
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
ｂ
に
は
、
墓
誌
が
掘
り
出
さ
れ
た
時
の
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
発
掘
の
際
の
記
録
は
、
山
田
以
文
の
『
石
川
卿
金
牌
出
現
之
由

来
』
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
聞
情
報
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
執
筆
者
自

身
が
発
掘
に
立
ち
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ｂ
を
著
し
た
滝
詮
も
発
掘
現
場
に
立

ち
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
は
発
掘
当
事
者
で
あ
る
田
中
六
右
衛
門
の
親
族

と
思
し
き
多
門
院
忍
明
の
学
問
の
師
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
忍
明
は
一
度

発
見
し
た
墓
誌
を
埋
め
戻
し
て
い
た
六
右
衛
門
ら
を
う
な
が
し
て
、
再
度
墓
誌
を

掘
り
出
さ
せ
て
京
都
に
持
ち
帰
っ
た
人
物
で
あ
り
、
滝
は
こ
の
忍
明
か
ら
話
を
聞

い
て
b
を
叙
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
史
料
の
情
報
源
は
、
年

足
墓
誌
発
見
の
当
事
者
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

森
文
庫
所
蔵
の
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
の
史
料
的
性
格
は
ま
だ
検
討
の
必

要
が
あ
る
が
、
年
足
墓
誌
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
史
料
と
な

る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
こ
う
し
た
史
料
が
、
ま
さ
に
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
こ
の
時
の
演
習
は
強
く
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。

　

以
上
が
市
大
に
着
任
し
て
か
ら
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
研
究
テ
ー
マ
、
史
料

に
つ
い
て
で
あ
る
。
特
に
三
つ
め
に
取
り
上
げ
た
石
川
年
足
墓
誌
に
関
す
る
史
料

は
、
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
市
大
で
古
代
史
を
学
ぶ
機
会
を
得
た
か
ら
こ
そ

出
会
う
こ
と
の
で
き
た
史
料
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
民
講
座
な
ど
の
機

会
に
、
大
阪
の
古
代
史
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
る
が
、
木

崎
愛
吉
『
摂
河
泉
金
石
文
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
阪
は
金
石
文
資

料
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
史
料
を
使
い
な
が
ら
、
市
大
で
大
阪
の

古
代
史
を
学
ぶ
こ
と
に
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

こ
こ
五
年
間
の
筆
者
の
市
大
で
の
学
術
的
な
営
み
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
や
は

り
個
人
的
な
問
題
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、

自
身
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の
可
能
性
と
重
要
性
を
再
度
強
調
し

て
お
き
た
い
。
前
述
し
た
森
文
庫
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
以
外
に
も
、
学
情

に
は
古
代
史
関
係
の
興
味
深
い
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
福
田
文
庫
（
経

済
学
者
の
福
田
徳
三
氏
の
旧
蔵
本
）
の
『
政
事
要
略
』
の
写
本
（
請
求
番
号
：

322.1//K
O
R//FU

K
U
D
A

）
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
で
底
本
に
採
用
さ
れ
て
い
る

し
、
同
文
庫
の
『
類
聚
三
代
格
』
の
版
本
（
い
わ
ゆ
る
印
本
）
の
う
ち
の
一
つ
（
請
求

番
号
：322.135//RU

I//FU
K
U
D
A

）
は
、
小
杉
榲
邨
旧
蔵
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史

料
は
、
古
代
史
研
究
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
史
料
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
史
料
の
校
訂
や
江
戸
時
代
以
降
の
奈
良
・
平
安
時
代
史
研
究
の
流
れ
を
知
る

上
で
の
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
足
元
の
「
資
産
」
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
も
、
市
大
で
古
代
史
を

学
ぶ
醍
醐
味
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
文
学
研
究
科
）
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は
じ
め
に

　

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
が
創
設
さ
れ
て
二
〇
年
が
経
過
し
、
直
近
の
一
〇

年
間
の
教
室
の
様
子
を
振
り
返
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
企
画
の
趣
旨
で
あ
る
。
し

か
し
、
筆
者
が
市
大
の
着
任
し
た
の
は
二
〇
一
三
年
の
四
月
で
あ
る
た
め
、
こ
の

一
〇
年
を
概
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
着
任
以
来
の
五
年
間
を
、
市

大
で
古
代
史
を
学
ぶ
と
い
う
視
点
か
ら
振
り
返
る
こ
と
で
、
与
え
ら
れ
た
責
を
塞

ぎ
た
い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
章
の
ほ
と
ん
ど
が
、
個
人
的
な
問
題
に

終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
大
に
来
て
か
ら
の
五
年
間
で
の
筆
者
の
さ
さ
や
か
な
学
術
的
な
営
み
は
、
大

き
く
分
け
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う
。
一
つ
は
着
任
以
前
か
ら
（
大
学
院
生
の

頃
か
ら
）
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
共
同

研
究
や
授
業
な
ど
市
大
で
の
活
動
の
中
で
出
会
っ
た
新
た
な
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
る
。　
　
　

　
　

１　

市
大
以
前
か
ら
の
テ
ー
マ

　

市
大
に
着
任
す
る
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
郡
司
・
郡

司
制
度
を
中
心
と
し
た
古
代
国
家
の
地
方
支
配
に
関
す
る
研
究
と
、
主
に
平
安
時

代
の
史
料
の
校
訂
と
註
釈
の
二
つ
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
七
年
度
ま
で
に
、
以
下
の
三
点
の
図
書
の
刊
行
と
い
う
形
で
一
つ
の
区
切
り
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

①
佐
藤
信
監
修
・
朝
野
群
載
研
究
会
編
『
朝
野
群
載 

巻
二
十
二 

校
訂
と
註
釈
』

　

 

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、
共
著
）

　

②
『
日
本
古
代
の
郡
司
と
天
皇
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

　

③
大
津
透
・
池
田
尚
隆
編
『
藤
原
道
長
事
典　

御
堂
関
白
記
か
ら
み
る
貴
族
社

　
　

会
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
共
著
）

　

①
は
大
学
院
生
の
頃
か
ら
参
加
し
て
き
た
、
『
朝
野
群
載
』
の
研
究
会
（
朝
野
群

載
研
究
会
）
の
成
果
で
あ
る
。
『
朝
野
群
載
』
は
平
安
時
代
後
期
に
、
下
級
実
務
官

人
出
身
の
三
善
為
康
が
編
纂
し
た
文
例
集
で
、
当
該
期
の
政
治
・
行
政
・
外
交
・

文
芸
な
ど
様
々
な
場
面
で
ど
の
よ
う
な
書
式
の
文
書
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
き
る
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
為
康
が
『
群
載
』
に
収
録
す
る
た
め
の

文
書
を
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
手
に
入
れ
た
か
を
追
う
こ
と
で
、
当
時
の
下
級
官

人
の
交
流
の
一
端
を
復
元
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
①
で
対
象
と
し
た
巻
二
十
二
は

地
方
行
政
に
関
す
る
文
書
を
収
集
し
た
巻
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
院
政
期
の
み
な

ら
ず
、
摂
関
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
よ
う
な
内
容
の
文
書
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
巻
二
十
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
国
務
条
事
」
は
、

と
り
わ
け
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
史
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
群
載
』
の
活
字
化
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
改
訂
史
籍
集
覧
と
新
訂
増
補
国
史
大

系
し
か
な
く
、
そ
の
校
訂
は
十
分
な
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
近
年
の

『
群
載
』
写
本
研
究
の
成
果
に
も
と
づ
き
な
が
ら
新
た
な
底
本
と
対
校
本
を
設
定

し
、
巻
二
十
二
の
現
段
階
で
の
最
も
適
切
な
校
訂
本
文
を
示
し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て

各
収
録
文
書
に
註
釈
を
施
し
た
の
が
①
で
あ
る
。
筆
者
は
研
究
会
立
ち
上
げ
当
時

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
、
①
の
刊
行
に
際
し
て
は
、
全
体
の
編
集
に
か
か
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

③
も
院
生
の
頃
か
ら
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
、
藤
原
道
長
の
日
記
で

あ
る
『
御
堂
関
白
記
』
の
研
究
会
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
故
山
中
裕

先
生
の
主
宰
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
日
本
古
代
史
の
み
な
ら
ず
、
中
世
史
や
国
文

学
を
専
門
と
す
る
方
々
も
参
加
さ
れ
て
い
た
。
『
御
堂
関
白
記
』
を
輪
読
し
な
が

ら
そ
の
註
釈
を
作
成
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
成
果
は
順
次
『
御
堂
関
白

記
全
註
釈
』
（
全
一
六
冊
、
国
書
刊
行
会
↓
高
科
書
店
↓
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
〜
二
〇

一
〇
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
③
は
『
全
註
釈
』
の
内
容
を
前
提
と
し

て
、
藤
原
道
長
の
生
き
た
時
代
を
、
道
長
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
約
一
〇
〇
〇
項
目
を
選
ん
で
解
説
を
加
え
た
事
典
で
あ
る
。
三
〇
余
年
に
及

ぶ
研
究
会
の
う
ち
、
筆
者
が
参
加
で
き
た
の
は
最
後
の
三
分
の
一
程
度
の
期
間
の

み
で
あ
っ
た
が
、
③
の
項
目
選
定
や
「
政
務
・
儀
礼
」
を
中
心
と
し
た
項
目
執
筆

に
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
①
・
③
は
、
写
本
系
統
の
検
討
と
、
複
数
の

写
本
の
比
校
に
よ
る
厳
密
な
テ
キ
ス
ト
校
訂
や
、
一
つ
一
つ
の
語
句
を
丁
寧
に
取

り
上
げ
、
類
例
や
関
連
史
料
を
示
し
な
が
ら
意
味
を
確
定
さ
せ
て
い
く
註
釈
と
い

う
作
業
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
文
献
に
も
と
づ
く
歴
史
研
究
の
根
幹
を
な
す
営

み
と
い
え
る
。
地
味
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
研
究
は
、
今
後
も
重
要

な
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
は
、
卒
業
論
文
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
、
郡
司
を
中
心
に
し

た
古
代
国
家
の
地
方
支
配
に
関
す
る
研
究
を
、
現
時
点
で
ま
と
め
た
著
書
で
あ

る
。
郡
司
と
天
皇
の
関
係
、
郡
司
層
の
動
向
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
、
古
代
国

家
の
地
方
支
配
政
策
の
展
開
を
追
い
、
そ
れ
を
通
し
て
古
代
国
家
の
特
質
を
論
じ

る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
幸
い
に
も
刊
行
後
、
い
く
つ
か
の
学
術
誌
で
書

評
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
書
評
で
ご
批
判
い
た
だ
い
た
点
や
、
著
書
を
ま

と
め
る
作
業
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
新
た
な
課
題
と
し
て
、
当
該
分

野
の
さ
ら
な
る
追
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
が
、
市
大
着
任
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
の
、
こ
こ
五
年
間
で

の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
ら
は
、
筆
者
の
個
人
的
な
研
究
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
る
が
、
講
義
や
市
民
講
座
で
取
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
機
会

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
気
づ
き
や
課
題
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
市
大
で

古
代
史
を
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　

２　

市
大
以
後
の
テ
ー
マ

　

次
に
、
市
大
着
任
後
に
新
た
に
出
会
っ
た
テ
ー
マ
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
難
波
宮
研
究
会
で
の
活
動
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会

は
、
二
〇
一
四
年
度
に
、
市
大
の
教
員
（
岸
本
・
磐
下
）
と
大
阪
歴
史
博
物
館
や
大

阪
市
文
化
財
研
究
所
の
方
々
と
で
始
め
た
研
究
会
で
あ
る
。
前
年
度
に
、
市
大
と

大
阪
市
博
物
館
協
会
の
包
括
連
携
協
定
事
業
と
し
て
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
難
波
宮
と
大
化
改
新
」
を
き
っ
か
け
と
し
た
も
の
で
、
難
波
宮
を
は
じ
め
と
し

た
都
城
制
の
問
題
や
、
大
化
改
新
論
に
つ
い
て
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
日

本
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
考
古
学
、
建
築
史
学
、
文

献
史
学
に
よ
る
多
面
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
筆
者
は
郡
司
制
度
の
出
発
点

と
し
て
の
孝
徳
朝
の
重
要
性
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
大
化
改
新
以
降
の

七
世
紀
史
へ
の
関
心
自
体
は
必
ず
し
も
新
た
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
具
体
的

な
難
波
宮
の
遺
構
や
遺
物
に
即
し
て
七
世
紀
史
を
考
え
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
研
究
会
の
成
果
は
、
二
〇
一
四
年
度
の
「
難
波
宮
と
大
化
改
新
Ⅱ
」
、
一

五
年
度
の
「
難
波
宮
と
大
化
改
新
Ⅲ
」
の
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
結
実

し
て
い
る
。
特
に
一
五
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
国
や
韓
国
か
ら
都
城
制
の

研
究
者
を
お
招
き
す
る
こ
と
も
で
き
、
充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
現

在
は
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
論
文
集
の
刊
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
大
学
で
の
講
義
、
特
に
大
学
院
演
習
（
ゼ
ミ
）
で
取
り
上
げ
た
題
材
も
、

新
た
な
研
究
テ
ー
マ
と
い
え
る
。
着
任
以
来
、
大
学
院
の
ゼ
ミ
で
は
平
安
後
期
の

公
卿
で
あ
る
源
俊
房
の
日
記
『
水
左
記
』
を
講
読
し
て
い
る
。
『
水
左
記
』
は
必

ず
し
も
多
く
の
分
量
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
部
分
的
な
が
ら

俊
房
の
自
筆
本
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
現
存
史
料
の
き
わ
め
て
少
な
い
院
政

開
始
前
夜
の
藤
原
頼
通
・
教
通
執
政
期
の
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

大
学
院
演
習
で
は
、
増
補
史
料
大
成
本
を
テ
キ
ス
ト
に
、
冒
頭
の
康
平
五
年
（
一

〇
六
二
）
か
ら
始
め
、
別
の
資
料
を
と
り
あ
げ
た
二
一
〇
四
年
度
を
除
く
一
七
年
度

ま
で
の
四
年
で
、
康
平
八
年
（
＝
治
暦
元
年
）
の
途
中
ま
で
読
み
進
め
て
い
る
。
特

に
康
平
七
年
に
つ
い
て
は
、
俊
房
自
筆
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
家
旧
蔵
本
）

が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
複
製
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
本
の
複
製
を
用

い
な
が
ら
じ
っ
く
り
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

記
事
を
読
解
し
て
い
く
中
で
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
「
発
見
」
が
あ
り
、
自
筆

本
の
様
態
か
ら
は
、
俊
房
の
日
記
の
付
け
方
の
特
徴
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て

来
た
部
分
が
あ
る
。『
水
左
記
』
に
関
し
て
は
、『
平
安
人
名
辞
典
康
平
三
年
』

（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
や
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
65
水
左
記
』（
八
木
書
店
、

二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
研
究
環
境
は
整
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
『
朝
野
群
載
』
や
『
御
堂
関
白
記
』
で
の
経
験
も

生
か
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
『
水
左
記
』
の
註
釈
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
大
学
院
演
習
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
は
考
古
学
専
攻
の
参
加
者
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
金
石
文
を
題
材
と
し
た
。
そ
の
中
で
、
石
川
年
足
墓
誌
を
と
り

あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
石
川
年
足
は
奈
良
時
代
に
藤
原
仲
麻
呂
政
権
の
も
と
で
活

躍
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
の
墓
誌
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
、
当
時
の
摂
津
国

嶋
上
郡
真
上
光
徳
寺
（
現
大
阪
府
高
槻
市
真
上
一
丁
目
）
の
百
姓
で
あ
っ
た
田
中
六
右

衛
門
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
墓
誌
の
発
見
当
時
は
、
狩
谷　

斎
の
『
古
京
遺

文
』
が
刊
行
（
文
政
元
年
）
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
金
石
文
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
背
景
も
あ
り
、
山
田
以

文
を
は
じ
め
と
し
た
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
年
足
墓
誌
発
見
の
経
緯
は
記
録
さ
れ
、

広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
記
録
は
、
奈
良
時
代
の
貴
族
の
葬

送
・
埋
葬
の
様
子
な
ど
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

演
習
で
は
年
足
墓
誌
の
発
見
経
緯
に
つ
い
て
も
考
察
が
及
ん
だ
が
、
そ
の
中
で

市
大
の
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
に
も
、
年
足
墓
誌
に
か
か
わ
る
資
料

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
発
見
だ
っ
た
。
市
大
は
昭
和

二
四
年
に
大
阪
の
実
業
家
で
あ
っ
た
森
繁
夫
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
て
お

り
（
森
文
庫
）
、
そ
の
中
に
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
（
請
求
番
号
：

281.02//Y
A
M
//M
O
RI

）
と
い
う
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
、
標
題
に

も
な
っ
て
い
る
ａ
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
（
山
田
以
文
）
の
ほ
か
、
ｂ
『
御
史

大
夫
年
足
卿
金
牌
之
記
』
（
（
蓬
田
子
）
滝
詮
）
、
ｃ
『
石
川
年
足
卿
銅
牌
考
』
（
三

宅
（
河
本
）
公
輔
）
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
ｂ
に
は
、
墓
誌
が
掘
り
出
さ
れ
た
時
の
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
発
掘
の
際
の
記
録
は
、
山
田
以
文
の
『
石
川
卿
金
牌
出
現
之
由

来
』
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
聞
情
報
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
執
筆
者
自

身
が
発
掘
に
立
ち
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ｂ
を
著
し
た
滝
詮
も
発
掘
現
場
に
立

ち
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
は
発
掘
当
事
者
で
あ
る
田
中
六
右
衛
門
の
親
族

と
思
し
き
多
門
院
忍
明
の
学
問
の
師
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
忍
明
は
一
度

発
見
し
た
墓
誌
を
埋
め
戻
し
て
い
た
六
右
衛
門
ら
を
う
な
が
し
て
、
再
度
墓
誌
を

掘
り
出
さ
せ
て
京
都
に
持
ち
帰
っ
た
人
物
で
あ
り
、
滝
は
こ
の
忍
明
か
ら
話
を
聞

い
て
b
を
叙
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
史
料
の
情
報
源
は
、
年

足
墓
誌
発
見
の
当
事
者
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

森
文
庫
所
蔵
の
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
の
史
料
的
性
格
は
ま
だ
検
討
の
必

要
が
あ
る
が
、
年
足
墓
誌
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
史
料
と
な

る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
こ
う
し
た
史
料
が
、
ま
さ
に
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
こ
の
時
の
演
習
は
強
く
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。

　

以
上
が
市
大
に
着
任
し
て
か
ら
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
研
究
テ
ー
マ
、
史
料

に
つ
い
て
で
あ
る
。
特
に
三
つ
め
に
取
り
上
げ
た
石
川
年
足
墓
誌
に
関
す
る
史
料

は
、
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
市
大
で
古
代
史
を
学
ぶ
機
会
を
得
た
か
ら
こ
そ

出
会
う
こ
と
の
で
き
た
史
料
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
民
講
座
な
ど
の
機

会
に
、
大
阪
の
古
代
史
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
る
が
、
木

崎
愛
吉
『
摂
河
泉
金
石
文
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
阪
は
金
石
文
資

料
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
史
料
を
使
い
な
が
ら
、
市
大
で
大
阪
の

古
代
史
を
学
ぶ
こ
と
に
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

こ
こ
五
年
間
の
筆
者
の
市
大
で
の
学
術
的
な
営
み
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
や
は

り
個
人
的
な
問
題
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、

自
身
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の
可
能
性
と
重
要
性
を
再
度
強
調
し

て
お
き
た
い
。
前
述
し
た
森
文
庫
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
以
外
に
も
、
学
情

に
は
古
代
史
関
係
の
興
味
深
い
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
福
田
文
庫
（
経

済
学
者
の
福
田
徳
三
氏
の
旧
蔵
本
）
の
『
政
事
要
略
』
の
写
本
（
請
求
番
号
：

322.1//K
O
R//FU

K
U
D
A

）
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
で
底
本
に
採
用
さ
れ
て
い
る

し
、
同
文
庫
の
『
類
聚
三
代
格
』
の
版
本
（
い
わ
ゆ
る
印
本
）
の
う
ち
の
一
つ
（
請
求

番
号
：322.135//RU

I//FU
K
U
D
A

）
は
、
小
杉
榲
邨
旧
蔵
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史

料
は
、
古
代
史
研
究
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
史
料
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
史
料
の
校
訂
や
江
戸
時
代
以
降
の
奈
良
・
平
安
時
代
史
研
究
の
流
れ
を
知
る

上
で
の
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
足
元
の
「
資
産
」
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
も
、
市
大
で
古
代
史
を

学
ぶ
醍
醐
味
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
文
学
研
究
科
）
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椀液

市大で古代史を学ぶ〔磐下〕



　
　

は
じ
め
に

　

大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
が
創
設
さ
れ
て
二
〇
年
が
経
過
し
、
直
近
の
一
〇

年
間
の
教
室
の
様
子
を
振
り
返
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
企
画
の
趣
旨
で
あ
る
。
し

か
し
、
筆
者
が
市
大
の
着
任
し
た
の
は
二
〇
一
三
年
の
四
月
で
あ
る
た
め
、
こ
の

一
〇
年
を
概
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
着
任
以
来
の
五
年
間
を
、
市

大
で
古
代
史
を
学
ぶ
と
い
う
視
点
か
ら
振
り
返
る
こ
と
で
、
与
え
ら
れ
た
責
を
塞

ぎ
た
い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
章
の
ほ
と
ん
ど
が
、
個
人
的
な
問
題
に

終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
大
に
来
て
か
ら
の
五
年
間
で
の
筆
者
の
さ
さ
や
か
な
学
術
的
な
営
み
は
、
大

き
く
分
け
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う
。
一
つ
は
着
任
以
前
か
ら
（
大
学
院
生
の

頃
か
ら
）
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
共
同

研
究
や
授
業
な
ど
市
大
で
の
活
動
の
中
で
出
会
っ
た
新
た
な
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
る
。　
　
　

　
　

１　

市
大
以
前
か
ら
の
テ
ー
マ

　

市
大
に
着
任
す
る
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
郡
司
・
郡

司
制
度
を
中
心
と
し
た
古
代
国
家
の
地
方
支
配
に
関
す
る
研
究
と
、
主
に
平
安
時

代
の
史
料
の
校
訂
と
註
釈
の
二
つ
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
七
年
度
ま
で
に
、
以
下
の
三
点
の
図
書
の
刊
行
と
い
う
形
で
一
つ
の
区
切
り
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

①
佐
藤
信
監
修
・
朝
野
群
載
研
究
会
編
『
朝
野
群
載 

巻
二
十
二 

校
訂
と
註
釈
』

　

 

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、
共
著
）

　

②
『
日
本
古
代
の
郡
司
と
天
皇
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

　

③
大
津
透
・
池
田
尚
隆
編
『
藤
原
道
長
事
典　

御
堂
関
白
記
か
ら
み
る
貴
族
社

　
　

会
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
共
著
）

　

①
は
大
学
院
生
の
頃
か
ら
参
加
し
て
き
た
、
『
朝
野
群
載
』
の
研
究
会
（
朝
野
群

載
研
究
会
）
の
成
果
で
あ
る
。
『
朝
野
群
載
』
は
平
安
時
代
後
期
に
、
下
級
実
務
官

人
出
身
の
三
善
為
康
が
編
纂
し
た
文
例
集
で
、
当
該
期
の
政
治
・
行
政
・
外
交
・

文
芸
な
ど
様
々
な
場
面
で
ど
の
よ
う
な
書
式
の
文
書
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
き
る
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
為
康
が
『
群
載
』
に
収
録
す
る
た
め
の

文
書
を
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
手
に
入
れ
た
か
を
追
う
こ
と
で
、
当
時
の
下
級
官

人
の
交
流
の
一
端
を
復
元
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
①
で
対
象
と
し
た
巻
二
十
二
は

地
方
行
政
に
関
す
る
文
書
を
収
集
し
た
巻
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
院
政
期
の
み
な

ら
ず
、
摂
関
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
よ
う
な
内
容
の
文
書
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
巻
二
十
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
国
務
条
事
」
は
、

と
り
わ
け
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
史
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
群
載
』
の
活
字
化
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
改
訂
史
籍
集
覧
と
新
訂
増
補
国
史
大

系
し
か
な
く
、
そ
の
校
訂
は
十
分
な
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
近
年
の

『
群
載
』
写
本
研
究
の
成
果
に
も
と
づ
き
な
が
ら
新
た
な
底
本
と
対
校
本
を
設
定

し
、
巻
二
十
二
の
現
段
階
で
の
最
も
適
切
な
校
訂
本
文
を
示
し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て

各
収
録
文
書
に
註
釈
を
施
し
た
の
が
①
で
あ
る
。
筆
者
は
研
究
会
立
ち
上
げ
当
時

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
、
①
の
刊
行
に
際
し
て
は
、
全
体
の
編
集
に
か
か
わ
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

③
も
院
生
の
頃
か
ら
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
、
藤
原
道
長
の
日
記
で

あ
る
『
御
堂
関
白
記
』
の
研
究
会
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
故
山
中
裕

先
生
の
主
宰
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
日
本
古
代
史
の
み
な
ら
ず
、
中
世
史
や
国
文

学
を
専
門
と
す
る
方
々
も
参
加
さ
れ
て
い
た
。
『
御
堂
関
白
記
』
を
輪
読
し
な
が

ら
そ
の
註
釈
を
作
成
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
成
果
は
順
次
『
御
堂
関
白

記
全
註
釈
』
（
全
一
六
冊
、
国
書
刊
行
会
↓
高
科
書
店
↓
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
〜
二
〇

一
〇
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
③
は
『
全
註
釈
』
の
内
容
を
前
提
と
し

て
、
藤
原
道
長
の
生
き
た
時
代
を
、
道
長
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
約
一
〇
〇
〇
項
目
を
選
ん
で
解
説
を
加
え
た
事
典
で
あ
る
。
三
〇
余
年
に
及

ぶ
研
究
会
の
う
ち
、
筆
者
が
参
加
で
き
た
の
は
最
後
の
三
分
の
一
程
度
の
期
間
の

み
で
あ
っ
た
が
、
③
の
項
目
選
定
や
「
政
務
・
儀
礼
」
を
中
心
と
し
た
項
目
執
筆

に
か
か
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
①
・
③
は
、
写
本
系
統
の
検
討
と
、
複
数
の

写
本
の
比
校
に
よ
る
厳
密
な
テ
キ
ス
ト
校
訂
や
、
一
つ
一
つ
の
語
句
を
丁
寧
に
取

り
上
げ
、
類
例
や
関
連
史
料
を
示
し
な
が
ら
意
味
を
確
定
さ
せ
て
い
く
註
釈
と
い

う
作
業
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
文
献
に
も
と
づ
く
歴
史
研
究
の
根
幹
を
な
す
営

み
と
い
え
る
。
地
味
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
研
究
は
、
今
後
も
重
要

な
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
は
、
卒
業
論
文
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
、
郡
司
を
中
心
に
し

た
古
代
国
家
の
地
方
支
配
に
関
す
る
研
究
を
、
現
時
点
で
ま
と
め
た
著
書
で
あ

る
。
郡
司
と
天
皇
の
関
係
、
郡
司
層
の
動
向
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
、
古
代
国

家
の
地
方
支
配
政
策
の
展
開
を
追
い
、
そ
れ
を
通
し
て
古
代
国
家
の
特
質
を
論
じ

る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
幸
い
に
も
刊
行
後
、
い
く
つ
か
の
学
術
誌
で
書

評
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
書
評
で
ご
批
判
い
た
だ
い
た
点
や
、
著
書
を
ま

と
め
る
作
業
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
を
新
た
な
課
題
と
し
て
、
当
該
分

野
の
さ
ら
な
る
追
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
が
、
市
大
着
任
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
の
、
こ
こ
五
年
間
で

の
進
捗
状
況
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
ら
は
、
筆
者
の
個
人
的
な
研
究
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
る
が
、
講
義
や
市
民
講
座
で
取
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
機
会

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
気
づ
き
や
課
題
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
市
大
で

古
代
史
を
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
　

２　

市
大
以
後
の
テ
ー
マ

　

次
に
、
市
大
着
任
後
に
新
た
に
出
会
っ
た
テ
ー
マ
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
難
波
宮
研
究
会
で
の
活
動
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会

は
、
二
〇
一
四
年
度
に
、
市
大
の
教
員
（
岸
本
・
磐
下
）
と
大
阪
歴
史
博
物
館
や
大

阪
市
文
化
財
研
究
所
の
方
々
と
で
始
め
た
研
究
会
で
あ
る
。
前
年
度
に
、
市
大
と

大
阪
市
博
物
館
協
会
の
包
括
連
携
協
定
事
業
と
し
て
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
難
波
宮
と
大
化
改
新
」
を
き
っ
か
け
と
し
た
も
の
で
、
難
波
宮
を
は
じ
め
と
し

た
都
城
制
の
問
題
や
、
大
化
改
新
論
に
つ
い
て
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
日

本
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
考
古
学
、
建
築
史
学
、
文

献
史
学
に
よ
る
多
面
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
筆
者
は
郡
司
制
度
の
出
発
点

と
し
て
の
孝
徳
朝
の
重
要
性
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
大
化
改
新
以
降
の

七
世
紀
史
へ
の
関
心
自
体
は
必
ず
し
も
新
た
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
具
体
的

な
難
波
宮
の
遺
構
や
遺
物
に
即
し
て
七
世
紀
史
を
考
え
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
研
究
会
の
成
果
は
、
二
〇
一
四
年
度
の
「
難
波
宮
と
大
化
改
新
Ⅱ
」
、
一

五
年
度
の
「
難
波
宮
と
大
化
改
新
Ⅲ
」
の
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
結
実

し
て
い
る
。
特
に
一
五
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
国
や
韓
国
か
ら
都
城
制
の

研
究
者
を
お
招
き
す
る
こ
と
も
で
き
、
充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
現

在
は
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
論
文
集
の
刊
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
大
学
で
の
講
義
、
特
に
大
学
院
演
習
（
ゼ
ミ
）
で
取
り
上
げ
た
題
材
も
、

新
た
な
研
究
テ
ー
マ
と
い
え
る
。
着
任
以
来
、
大
学
院
の
ゼ
ミ
で
は
平
安
後
期
の

公
卿
で
あ
る
源
俊
房
の
日
記
『
水
左
記
』
を
講
読
し
て
い
る
。
『
水
左
記
』
は
必

ず
し
も
多
く
の
分
量
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
部
分
的
な
が
ら

俊
房
の
自
筆
本
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
現
存
史
料
の
き
わ
め
て
少
な
い
院
政

開
始
前
夜
の
藤
原
頼
通
・
教
通
執
政
期
の
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

大
学
院
演
習
で
は
、
増
補
史
料
大
成
本
を
テ
キ
ス
ト
に
、
冒
頭
の
康
平
五
年
（
一

〇
六
二
）
か
ら
始
め
、
別
の
資
料
を
と
り
あ
げ
た
二
一
〇
四
年
度
を
除
く
一
七
年
度

ま
で
の
四
年
で
、
康
平
八
年
（
＝
治
暦
元
年
）
の
途
中
ま
で
読
み
進
め
て
い
る
。
特

に
康
平
七
年
に
つ
い
て
は
、
俊
房
自
筆
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
伏
見
宮
家
旧
蔵
本
）

が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
複
製
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
本
の
複
製
を
用

い
な
が
ら
じ
っ
く
り
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

記
事
を
読
解
し
て
い
く
中
で
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
「
発
見
」
が
あ
り
、
自
筆

本
の
様
態
か
ら
は
、
俊
房
の
日
記
の
付
け
方
の
特
徴
も
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て

来
た
部
分
が
あ
る
。『
水
左
記
』
に
関
し
て
は
、『
平
安
人
名
辞
典
康
平
三
年
』

（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
や
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
65
水
左
記
』（
八
木
書
店
、

二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
研
究
環
境
は
整
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
『
朝
野
群
載
』
や
『
御
堂
関
白
記
』
で
の
経
験
も

生
か
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
『
水
左
記
』
の
註
釈
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
大
学
院
演
習
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
は
考
古
学
専
攻
の
参
加
者
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
金
石
文
を
題
材
と
し
た
。
そ
の
中
で
、
石
川
年
足
墓
誌
を
と
り

あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
石
川
年
足
は
奈
良
時
代
に
藤
原
仲
麻
呂
政
権
の
も
と
で
活

躍
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
の
墓
誌
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
、
当
時
の
摂
津
国

嶋
上
郡
真
上
光
徳
寺
（
現
大
阪
府
高
槻
市
真
上
一
丁
目
）
の
百
姓
で
あ
っ
た
田
中
六
右

衛
門
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
墓
誌
の
発
見
当
時
は
、
狩
谷　

斎
の
『
古
京
遺

文
』
が
刊
行
（
文
政
元
年
）
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
金
石
文
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代
背
景
も
あ
り
、
山
田
以

文
を
は
じ
め
と
し
た
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
年
足
墓
誌
発
見
の
経
緯
は
記
録
さ
れ
、

広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
記
録
は
、
奈
良
時
代
の
貴
族
の
葬

送
・
埋
葬
の
様
子
な
ど
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

演
習
で
は
年
足
墓
誌
の
発
見
経
緯
に
つ
い
て
も
考
察
が
及
ん
だ
が
、
そ
の
中
で

市
大
の
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
に
も
、
年
足
墓
誌
に
か
か
わ
る
資
料

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
発
見
だ
っ
た
。
市
大
は
昭
和

二
四
年
に
大
阪
の
実
業
家
で
あ
っ
た
森
繁
夫
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
て
お

り
（
森
文
庫
）
、
そ
の
中
に
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
（
請
求
番
号
：

281.02//Y
A
M
//M
O
RI

）
と
い
う
写
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
本
に
は
、
標
題
に

も
な
っ
て
い
る
ａ
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
（
山
田
以
文
）
の
ほ
か
、
ｂ
『
御
史

大
夫
年
足
卿
金
牌
之
記
』
（
（
蓬
田
子
）
滝
詮
）
、
ｃ
『
石
川
年
足
卿
銅
牌
考
』
（
三

宅
（
河
本
）
公
輔
）
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
ｂ
に
は
、
墓
誌
が
掘
り
出
さ
れ
た
時
の
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
発
掘
の
際
の
記
録
は
、
山
田
以
文
の
『
石
川
卿
金
牌
出
現
之
由

来
』
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
聞
情
報
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
執
筆
者
自

身
が
発
掘
に
立
ち
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ｂ
を
著
し
た
滝
詮
も
発
掘
現
場
に
立

ち
会
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
は
発
掘
当
事
者
で
あ
る
田
中
六
右
衛
門
の
親
族

と
思
し
き
多
門
院
忍
明
の
学
問
の
師
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
忍
明
は
一
度

発
見
し
た
墓
誌
を
埋
め
戻
し
て
い
た
六
右
衛
門
ら
を
う
な
が
し
て
、
再
度
墓
誌
を

掘
り
出
さ
せ
て
京
都
に
持
ち
帰
っ
た
人
物
で
あ
り
、
滝
は
こ
の
忍
明
か
ら
話
を
聞

い
て
b
を
叙
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
史
料
の
情
報
源
は
、
年

足
墓
誌
発
見
の
当
事
者
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

森
文
庫
所
蔵
の
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
の
史
料
的
性
格
は
ま
だ
検
討
の
必

要
が
あ
る
が
、
年
足
墓
誌
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
史
料
と
な

る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
こ
う
し
た
史
料
が
、
ま
さ
に
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
こ
の
時
の
演
習
は
強
く
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。

　

以
上
が
市
大
に
着
任
し
て
か
ら
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
研
究
テ
ー
マ
、
史
料

に
つ
い
て
で
あ
る
。
特
に
三
つ
め
に
取
り
上
げ
た
石
川
年
足
墓
誌
に
関
す
る
史
料

は
、
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
市
大
で
古
代
史
を
学
ぶ
機
会
を
得
た
か
ら
こ
そ

出
会
う
こ
と
の
で
き
た
史
料
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
民
講
座
な
ど
の
機

会
に
、
大
阪
の
古
代
史
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
る
が
、
木

崎
愛
吉
『
摂
河
泉
金
石
文
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
阪
は
金
石
文
資

料
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
史
料
を
使
い
な
が
ら
、
市
大
で
大
阪
の

古
代
史
を
学
ぶ
こ
と
に
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

こ
こ
五
年
間
の
筆
者
の
市
大
で
の
学
術
的
な
営
み
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
や
は

り
個
人
的
な
問
題
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、

自
身
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
市
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の
可
能
性
と
重
要
性
を
再
度
強
調
し

て
お
き
た
い
。
前
述
し
た
森
文
庫
『
石
川
年
足
卿
墓
誌
考
證
』
以
外
に
も
、
学
情

に
は
古
代
史
関
係
の
興
味
深
い
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
福
田
文
庫
（
経

済
学
者
の
福
田
徳
三
氏
の
旧
蔵
本
）
の
『
政
事
要
略
』
の
写
本
（
請
求
番
号
：

322.1//K
O
R//FU

K
U
D
A

）
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
で
底
本
に
採
用
さ
れ
て
い
る

し
、
同
文
庫
の
『
類
聚
三
代
格
』
の
版
本
（
い
わ
ゆ
る
印
本
）
の
う
ち
の
一
つ
（
請
求

番
号
：322.135//RU
I//FU

K
U
D
A

）
は
、
小
杉
榲
邨
旧
蔵
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史

料
は
、
古
代
史
研
究
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
史
料
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
史
料
の
校
訂
や
江
戸
時
代
以
降
の
奈
良
・
平
安
時
代
史
研
究
の
流
れ
を
知
る

上
で
の
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
足
元
の
「
資
産
」
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
も
、
市
大
で
古
代
史
を

学
ぶ
醍
醐
味
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
文
学
研
究
科
）
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大阪市立大学所蔵福田文庫本『政事要略』

①
表
紙
（
第
13
冊
・
巻
55
）

③
第
１
冊　

巻
29 

追
儺

②
第
１
冊　

巻
22
冒
頭

【特集】共同の営為としての歴史学─市大日本史ここ10年の歩みから─


